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論　　文　　の　　要　　冒

　この論文はラスピン偏極陽子ビームを利用して原子核反応のメカニズムを明らかにし、併せて原

子核構造の詳細を解析している。偏極入射ビームによる反応断面積の左右非対称A（θ）を偏極分析

能とよぶ（θは散乱角）。通常のスピン無偏極ビームによる微分断面積σ（θ）と比較してラ偏極分析

能A（θ）はラ競合する反応過程の反応振幅間の干渉効果を極めて高い感度で検出することが可能で

ある。

　この特徴を生かしてヨ著者はNiアイソープからPbアイソープに至る2重および単閉殻核をターゲッ

トとする0＋→0＋2核子移行反応（pヨt）のA（θ）およびσ（θ）を系統的に測定して以下の結果を

得た：（1）0芸（基底状態）→O芸（基底状態）遷稀において，2段階逐次移行過程（p，d）（d，t）

が1段階（p，t）過程と同程度の強さで競合しヨ両過程の著るしい干泌効果がA（θ）に現われる。

（2）観測されたA（θ）は次の2種類に分類される：（a）断面積の微分則〔A（θ）＝dσ（θ）／dθ／σ（θ）〕

に従わない“異常な”A（θ）を示すグループヲ（b）微分則に従う“正常な”A（θ）を示すグルー

プ。（3）さらに（・）グループのA（θ）がヨ著しいアイソトープ依存性，反応Q値依存性ヨ入射エネル

ギー依存性を示すのに対してヨ（b）グループのA（θ）は、それらの依存性をほとんど示さないことを

見い出した。そして，（4）この（・）および（b）の相異がヲ2段階過程で移行する中性子の角動量jに依る
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ことを突きとめた〔A（θ）のj依存性〕。すなわちj。二／＋1／2であれば（・）型にラj。＝／－1／2であれ

ば（b）型になる。ここで／は移行中性子のもつ軌道角運動量，1／2は中性子の固有スピンである。実

際PbアイソトープおよびN（申性子数）＝82アイソトーン138Ba．1呪e，142Ndの移行中性子はそれぞ

れP1／2およびd3／2のj。であるので（b）型でありヨZr，MoアイソトープおよびNiアイソトープはそれ

ぞれd5／2およびp3／2のj。であるので（a）型である。（5）1次および2次の歪曲波ボルン近似（DWBA）

による理論計算を実行し，上記刎依存性に基づく干渉効果が2種類のA（θ）を生成することを確か

めた。そして（3）で述べた測定値A（θ）のアイソトープおよびエネルギー依存性を理論的に再現する

ことに成功した。（6）2重閉殻核醐Pbをターゲットとする反応208Pb（p，tジ叩b（O芸）は“正常

な”A（θ）を示すが，断面積は1段階過程のそれの4倍も大きい。この実験事実を詳細な配位混合

に基づく核構造波動関数を使って解明した。すなわちヨj殻であるp王／2およびf5／2中性子の移行に

よる“正常な”A（θ）の出現事強い2段階過程の寄与による断面積の高揚である。（7）励起0手状態

へぴ叩b（p．tジ叩b（0吉）反応のA（θ）がラ0芸のA（θ）と全く異なる角分布を示す事実を見

出し、それを核構造波動関数の相異が2段階過程と1段階過程の干渉の相異に現われることによっ

て説明した。さらにこの干渉効果によって核構造波動関数の詳細を解明できることを示した。同様

なことが9．Zr核のO言およびO吉状態への（p，t）反応についても行なわれた。

　著者は上記の核反応実験を進めるにあたりヨ高性能な荷電粒子検出器すなわち磁気分析器焦点面

用位置検出器を開発1便用した。従来の単芯線型比例計数管（SWPC）の厚さを小さくしラかつ通

常の比例領域を越えた制限比例領域で使用することによって，斜め入射の効果を減少させ，陽子，

重陽子，三重陽子に対して0，5㎜の高い位置分解能を得た。

審　　査　　の　　要　　旨

　0＋→O＋型2核子移行（p，t）反応の偏極分析能の系統的測定およびその解析から，A（θ）のj依

存性を見い出したのは著者の功績である。この現象がラ強い2段階逐次移行過程と1段階過程との

干渉により出現することを突きとめラさらにこの干渉効果を利用し核構造波動関数の詳細を解明で

きることを示した点は評価される。これらの結果は、原子核物理学における核反応の研究に大きく

寄与するものと思われる。また著者の開発した単純な構造をもつ高分解能荷電粒子位置検出器系はラ

核反応実験の強カな手段として使われている。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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